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１．事業の概要    
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（１） 中部横断自動車道の概要 

・中部横断自動車道は、静岡県静岡市から長野県小諸市に至る総延長約132kmの高速自動車国道。 

・中部横断自動車道の整備により新東名や中央道、上信越道が接続され、太平洋及び日本海の臨海地域と 

 長野県・山梨県との連携の促進、物流体系の確立や広域的観光ゾーンの開発・支援等に寄与するものと期待。 

・このうち、富沢IC～六郷IC間は、平成18年から直轄高速方式により事業を開始し、整備を実施中。 

　　　

＊IC・JCT名は仮称 

国際戦略港湾 

国際拠点港湾 

重要港湾 

拠点空港 

地方管理空港 

共用空港 

凡　　　例

中部横断自動車道

供 用 区 間

整備計画区間・事業中

基本計画区間・計画中

その他高規格幹線道路

H30.6末時点 



・中部横断自動車道は、上信越道、中央道、新東名の3本の高規格道路を結び、高速ネットワークを形成。 

・「国土形成計画（全国計画）」においては「日本海・太平洋2面活用型国土」が提唱され、ネットワークの多重性・代替性

の確保を図りつつ、双方の連携強化が求められる。 

・上信越道と一体となって、日本海側と太平洋側の国際拠点港湾等と内陸部が連結され、広域的な物流体系を形成。  

・内陸路線と沿岸路線が接続するネットワークを形成するとともに、広域的な災害時の代替路や救急・救援ルートとしても

機能。 

１．事業の概要  
（２） 中部横断自動車道の必要性（広域ネットワークの形成） 

2 資料:国土交通省 国土数値情報工業用地データ(H21)をもとに新規整備を箇所追加し作成 

長野県 

山梨県 

静岡県 

中
部
横
断
自
動
車
道 

（
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ
の
解
消
） 

新潟港 

新潟県 

清水港 
新東名高速道路 

上信越 
自動車道 

直江津港 

国際戦略港湾 

国際拠点港湾 
(旧特定重要港湾) 

重要港湾 

内陸部 (長野県、山梨県) 
の工業団地 

凡　　　例

中部横断自動車道

開 通 区 間

整備計画区間

基本計画区間

その他高速道路

高速ネットワークの形成 

     ：中部横断自動車道 
 

     ：高速ﾈｯﾄﾜｰｸ 

中
部
横
断
自
動
車
道 

（
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ
の
解
消
） 

凡　　　例

中部横断自動車道

開 通 区 間

整備計画区間

基本計画区間

その他高速道路

内陸路線と並行する沿岸路線が接続 



１．事業の概要    
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（３） 事業の目的と計画の概要 

・中部横断自動車道（富沢～六郷）は、南アルプス山脈と富士山に挟まれた山岳地域を通過し、富士川やJR身延線、 

 国道５２号と並行。 

 

 

 

 

 

トンネル部 

土工部 

高架部 

標準横断図 （単位：ｍ） 

・広域的な高速道路ネットワークの形成 
・物流の効率化、救急医療活動の支援 
・災害時の代替道路の確保 

目的 

自）山梨県南巨摩郡南部町 

至）山梨県西八代郡市川三郷町 
28.3km・10.5ｍ 
4車線（当面2車線で整備） 
12,300～15,600台/日 
平成10年12月 施行命令 
平成18年 2 月 直轄高速方式への 
          整備計画変更 
約2,794億円（前回評価時 2,604億円）  

やまなしけん 

みなみこまぐん やまなしけん なんぶちょう 

にしやつしろぐん いちかわみさとちょう 

事 業 区 間 

 

計画延長・幅員 
車 線 数 
計 画 交 通 量 
事 業 化 

 
 

事 業 費 

： 

 
： 
： 
： 
： 
 
 
： 

計画の概要 

＊地域活性化ICとは、地方公共団体が主体となって 
    発意し、整備する追加インターチェンジ 

平 面 図 

延長28.3km 

再評価対象区間 

下部温泉早川IC 

南部IC 

富沢IC 

地域活性化IC* 
中富IC 

地域活性化IC* 
身延山IC 

E1A

E52 
中
部
横
断
自
動
車
道 

位 置 図 



２．事業の進捗状況と見込み等    

平 面 図 

＊地域活性化ICとは、地方公共団体が主体となって発意し、整備する追加インターチェンジです。 

再評価対象区間 

 平成 3 年12月 

 平成 8 年12月                 

 平成10年12月 

 平成18年 2 月 

 平成18年度  

 平成20年度    

 平成24年 4 月 

 平成25年 6 月 
※当時の名称：吉原JCT 
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（１） 事業の進捗状況等 
  １） 事業の経緯 

下部温泉早川IC 

南部IC 

富沢IC 

地域活性化IC* 
中富IC 地域活性化IC* 

身延山IC 

高速道路（供用中） 
高速道路（事業中・計画中） 
直轄高速区間（事業中） 
一般国道 
主要地方道 
一般県道 
ＪＲ 

凡例 

： 新清水JCT※～増穂IC間の基本計画決定  

： 同区間の整備計画決定                 

： 同区間の施行命令 

： 新清水JCT※～増穂IC間の整備計画の変更 （富沢IC～六郷IC間を直轄高速方式で整備）  

： 用地着手 

： 工事着手 

： 地域活性化IC（身延山IC）の追加設置の認可 

： 地域活性化IC（中富IC）の追加設置の認可 

12,650台/日 

E52 中部横断自動車道 

   

 
 

  

  
   

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

  

凡 例 
●台/日 H27全国道路・街路交通情勢調査  



２．事業の進捗状況と見込み等    
（１） 事業の進捗状況等 
  ２） 前回事業評価以降の主な整備状況 

  (H28.5撮影) 

  (H30.4撮影) 
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・用地取得は 100％（平成30年3月末、面積ベース）。 

・トンネルは、全体19本の内、完成が11本、工事中が8本。 

・橋梁は、全体41橋の内、完成が21橋、工事中が20橋。 

・地元情勢の変化等事業を巡る社会経済情勢等に変化が見られない。 

富士川 

1工区 
延長6.7km 

2工区 
延長13.2km 

300

縦断図 

平面図 

3工区 
延長8.4km 

六郷IC 
下部温泉早川IC 

南部IC 

富沢IC 
地域活性化IC* 

中富IC 地域活性化IC* 
身延山IC 

52

52

工事完了・用地取得済み 

工事中・用地取得中 

工事未着手・用地未取得 

凡例 

早川 

市川三郷身延線 

■前回再評価時 

■今回再評価時 

＊地域活性化ICとは、地方公共団体が主体となって発意し、整備する追加インターチェンジ。 

前
回
評
価
時

 
（
H

2
8
年
度
）
 

今
回
評

価
時

 
（
H

3
0
年
度
）
 

用地 

工事 用地取得率 
100％（全体） 

用地 

工事 用地取得率 
100％（全体） 
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（２） 事業の見込み等 
  １）－１ 付帯意見（平成２８年１１月） 

２．事業の進捗状況と見込み等     

・平成28年11月の事業評価監視委員会における付帯意見。 

■付帯意見 

H28.11 事業評価監視委員会 
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（２） 事業の見込み等 
  １）－２ 前回委員会の付帯意見への対応 

２．事業の進捗状況と見込み等    
 

 

  

 

 
    

 
    
    

 
    

 
     
    
    

前回委員会の付帯意見 付帯意見への対応 対応状況等 

① 出来る限り早期に供用できるよう
工程管理に努めること 
 

■工程管理の徹底 
工事工程については、発注者、
関係施工業者で定期的（隔週を
基本）に工程調整会議を行い、 
工事を実施。 
 

 
 
 
 
 
    
  工程調整会議（隔週）     現地工程調整（適宜）       

② 引き続きコスト縮減を図るとともに、
更なる事業費増加とならないよう
コスト管理の徹底に努めること 
 

■コスト管理の徹底 
コスト管理について、事務所にお
いて定期的（毎月）にマネジメント
会議を行い、Ｐ８～Ｐ１０の事象等
現場での課題を共有し、コスト管
理を徹底。 

 
 
 
 
 
 
            マネジメント会議（毎月） 

③ 地元とも連携し、供用後にストック
効果が発現されるよう努めること 
 

■ストック効果検討会議 
有識者、産業界、周辺市町、 
当事務所から成る「中部横断道
沿線地域活性化ビジョン推進 
協議会（H28.5.31設置）」（事務

局：山梨県）と、供用後にＰ１３～
Ｐ１９のストック効果が発現される
よう連携。 

 

 

中部横断道沿線地域活性化 
ビジョン推進協議会メンバー 

 
◇有識者：大学教授、会社執行役員 
        公益財団研究員 
◇産業界：企業団体会長、商工会会長 
                    組合会長、公益財団理事長 
                    公益社団理事長 
◇周辺市町 
◇甲府河川国道事務所 
◇山梨県 



 

（２） 事業の見込み等 
  ２） 事業費変更の内容① 

２．事業の進捗状況と見込み等    

事例：楮根第４トンネル（L=1,852m） 
② 詳細設計（弾性波探査等から地山分類を設定し、支保構造を決定） 

《 支保パターン見直し（H28.11時点）》 当該トンネルの掘削状況や近傍トンネルの 
掘削実績を参考に支保パターンを見直し 

至 

甲
府 

至 

静
岡 

■調査結果を基に地質縦断図作成 

至 

甲
府 

至 

静
岡 

トンネル支保構造の強化・補助工法の追加に伴う増額（１工区＋３工区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（約 190億円増額） 
• 詳細設計を行うにあたり、支保パターン決定の目安となる地山分類を設定するため、調査（ボーリング（鉛直・水平）、弾性波探査）を実施。 
• 調査より得られたデータから地山分類を設定し、支保パターンを決定。 
• 必要となる補助工法（長尺鋼管フォアパイリング等）については、前回再評価にて追加しているが、脆い地山の出現割合が想定以上に高いことや、 
 新たに断層破砕帯が確認されたため、支保構造の強化、補助工法による対策区間を更に追加。加えて、通常1重である支保工を２重化する等の 

 補強対策も実施。 

• その他にも、掘削後に内空変形が続く等、支保構造の強化をする必要が生じていることから、国総研の意見も伺った上で、更なる追加対策（覆工への 
 鉄筋追加等）を講じながら、より慎重に工事を実施。 

 

掘削長1,080m 
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① 調 査 
■ボーリング（鉛直・水平)、弾性波探査 

本体部（弾性波探査） 

抗口部（ボーリング（鉛直・水平）） 
15m 40m 

岩種・岩種の境目等を推定 

至 

甲
府 

至 

静
岡 

■1工区＋3工区で発生 
  している難航事象 

工
区 

Ｎ
Ｏ トンネル名 

崩 
 

落 

変 
 

形 

出 
 

水 

重 

金 

属 

1
工
区 

1 楮根第一 ◎   ○ 

2 楮根第二 ○     ○ 

3 楮根第三 ○ ○   ○ 

4 楮根第四 ○ ●  ○ ○ 

5 塩沢 ◎ ◎   ○ 

3
工
区 

6 醍醐山 ○     ○ 

7 一色 ○   ○ 

8 城山 ◎ ◎   ○ 

9 鴨狩津向 ○   ○ ○ 

◎前回再評価以降、より顕著 
  となった事象 
●前回再評価以降、新たに発生 
  した事象 

※２工区ついては精査中 

（付帯意見➁の対応） 

③ 施工（掘削面の状況を確認し、支保構造を見直し） 

 
 

 

CⅠ CⅠ DⅠ 

（風化） 

※ ※ 
至 

甲
府 

至 

静
岡 

（風化） （風化） 
泥岩優勢砂岩泥岩互層 

断層破砕帯 

泥岩優勢砂岩泥岩互層 

長尺鋼管フォアパイリング
高強度吹付コンクリート・インバートストラット

※ 超脆弱地山支保パターン（覆工に鉄筋追加）

《 支保パターン見直し（今回）》 



地山区分 
・ 

支 保 
パターン 

CⅠ CⅡ DⅠ DⅡ 
DⅢ 

（抗口・低土被り部） 
超脆弱地山 
支保パターン 

構 
 
 
 
 
造 
 

支保工 － 
H-125 

(上・下半) 
H-125 

(上･下半) 
H-200 

(上･下半) 
H-200 

(上･下半) 
二重支保工の設置 

※城山トンネルのみ 

吹付け厚 10㎝ 10㎝ 15㎝ 20㎝ 25㎝ 25㎝ 

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト 

長さ 3.0m 3.0m 4.0m 4.0m 4.0m 6.0m 

周方向 
間隔 

1.5m 1.5m 1.2m 1.2m 1.0m 1.0m 

施工 
範囲 

上半 上・下半 上・下半 上・下半 上・下半 上・下半 

インバート － － 45㎝ 50㎝ 50㎝ 50㎝ 

覆工 30㎝ 30㎝ 30㎝ 30㎝ 35㎝ 
35㎝ 

(覆工に鉄筋追加) 

標準掘進長 1.5m 1.2m 1.0m 1.0m 1.0m 1.0m 

硬い 脆い   

 

 

 

    

   

 
 

地 山 状 況 

吹付増厚 
ロックボルト延伸・増加 
インバート追加 
標準掘削長の変更 

支保工追加 
ロックボルト増加 
標準掘削長の変更 

支保工増厚 
吹付増厚 
インバート増厚 

吹付増厚 
ロックボルト追加 
覆工増厚 

支保工追加 ※城山トンネルのみ 

ロックボルト延伸 
覆工（鉄筋追加） 

２．事業の進捗状況と見込み等    
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（２） 事業の見込み等 
  ２） 事業費変更の内容①【参考】 


補正 (MAX)

		■トンネル数量 スウリョウ

						当初 トウショ				ＣⅠ										ＣⅡ										ＤⅠ										ＤⅡ										ＤⅢ

						変更 ヘンコウ				ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ								ＣⅠ→ＣⅡ		ＣⅠ→D1		ＣⅡ→ＤⅠ		ＣⅡ→ＤⅡ		ＣⅡ→ＤⅢ		ＤⅠ→ＤⅡ		ＤⅠ→ＤⅢ				ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ

		楮根第一トンネル かぞね だい いち		380.0		未施工 ミセコウ																31.0		87.8		6.8		9.5						153.6		1.6		4.8																				85		379.95				楮根第一TN かぞね だい いち		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		1		0.0		31.0		241.4		8.4		99.3

																						23%		65%		5%		7%						96%		1%		3%																				100%

		楮根第二トンネル かぞね だい に		131.0		施工済 セコウ ズミ																														15																						116		131				楮根第二TN かぞね だい に		-		-		-		-		-		100%		-		2		0.0		0.0		0.0		15.0		116.0

																																				100%																						100%

		楮根第三トンネル かぞね だい さん		165.0		施工済 セコウ ズミ																																																				26.00		26				楮根第三TN かぞね だい さん		-		-		-		-		-		-		-		3		0.0		0.0		0.0		0.0		165.0

																																																										100%

						未施工 ミセコウ																																80.00																				59.00		139

																																						100%																				100%

		楮根第四トンネル かぞね だい よん		1,852.0		施工済 セコウ ズミ						21.7		314.3								64.9		334.1				20.0						19.3				0.7																				42.0		817				楮根第四TN かぞね だい よん		6%		94%		80%		-		5%		-		4%		4		0.0		161.9		1494.6		0.0		195.5

												6%		94%								15%		80%				5%						97%				4%																				100%

						未施工 ミセコウ						39.2		614.8								36.1		192.8				12.1						19.3				0.7																				120.0		1034.95

												6%		94%								15%		80%				5%						97%				4%																				100%

		塩沢トンネル しおざわ		649.0		未施工 ミセコウ																												313.9		3.3		9.8								163												159		649				塩沢TN しおざわ		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		5		0.0		0.0		313.9		166.3		168.8

																																		96%		1%		3%								100%												100%

		大島第一トンネル おおしま だい いち		211.0		施工済 セコウ ズミ																												4																								48		52				大島第一TN おおしま だい いち		-		-		-		-		-		-		-		6		0.0		0.0		130.0		0.0		81.0

																																		100%																								100%

						未施工 ミセコウ																												126																								33		159

																																		100%																								100%

		大島第二トンネル おおしま だい に		902.0		未施工 ミセコウ						66.5		28.5								22.8		77.5		5.7		8.0						404.3		4.2		12.6								30												242		902				大島第二TN おおしま だい に		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		7		0.0		89.3		510.2		39.9		262.6

												70%		30%								20%		68%		5%		7%						96%		1%		3%								100%												100%

		和田トンネル わだ		731.0		施工済 セコウ ズミ																												137																								71		208				和田TN わだ		-		-		-		-		-		-		-		8		0.0		55.0		494.0		0.0		182.0

																																		100%																								100%

						未施工 ミセコウ																55												357																								111		523

																						100%												100%																								100%

		角打トンネル つの うち		310.0		未施工 ミセコウ																28.0		95.2		7.0		9.8						97.0		1.0		3.0																				70.0		311				角打TN つの うち		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		9		0.0		28.0		192.2		8.0		82.8

																						20%		68%		5%		7%						96%		1%		3%																				100%

		丸滝トンネル まるたき		925.0		施工済 セコウ ズミ						127										125												25																								65		342				丸滝TN まるたき		100%		-		-		-		-		-		-		10		0.0		765.0		70.0		0.0		90.0

												100%										100%												100%																								100%

						未施工 ミセコウ						243										270												45																								25		583

												100%										100%												100%																								100%

		帯金第一トンネル おびがね だい いち		267.0		未施工 ミセコウ																												177.6		1.85		5.55																				82		267				帯金第一TN おびがね だい いち		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		11		0.0		0.0		177.6		1.9		87.6

																																		96%		1%		3%																				100%

		帯金第二トンネル おびがね だい に		856.0		未施工 ミセコウ						67.9		29.1								84.2		286.3		21.1		29.4						155.5		1.6		4.9																				176		856				帯金第二TN おびがね だい に		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		12		0.0		152.1		470.9		22.7		210.3

												70%		30%								20%		68%		5%		7%						96%		1%		3%																				100%

		下八木沢第一トンネル しも やぎさわ だい いち		399.0		未施工 ミセコウ						81.2		34.8								21.6		73.4		5.4		7.6						66.2		0.7		2.1																				106		399				下八木沢第一TN しも やぎさわ だい いち		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		13		0.0		102.8		174.4		6.1		115.7

												70%		30%								20%		68%		5%		7%						96%		1%		3%																				100%

		下八木沢第二トンネル しも やぎさわ だい に		284.0		未施工 ミセコウ						53.9		23.1								23.6		80.2		5.9		8.3																														89		284				下八木沢第二TN しも やぎさわ だい に		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		14		0.0		77.5		103.3		5.9		97.3

												70%		30%								20%		68%		5%		7%																														100%

		上八木沢トンネル かみ やぎさわ		672.0		施工済 セコウ ズミ								158										28										65																								55		306				上八木沢TN かみ やぎさわ		-		100%		100%		-		-		-		-		15		0.0		0.0		575.0		0.0		96.4

														100%										100%										100%																								100%

						未施工 ミセコウ								98										172										54																								41		365.35

														100%										100%										100%																								100%

		醍醐山トンネル だいご やま		2,409.7		施工済 セコウ ズミ				12.26		238.69		19.05						19.03		808.78		415.34				25.00		0.47		278.75		345.63				7.00														0.07		80.13				158.80		2409				醍醐山TN だいご やま		88%		7%		33%		-		2%		-		1%		16		31.8		1326.3		860.2		0.0		190.8

										5%		88%		7%						2%		64%		33%				2%		0%		44%		55%				1%														0%		34%				66%

		一色トンネル いっしき		1,275.0		未施工 ミセコウ																116.0		394.4		29.0		40.6						587.5		6.1		18.4																				84		1276				一色TN いっしき		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		17		0.0		116.0		981.9		35.1		142.5

																						20%		68%		5%		7%						96%		1%		3%																				100%

		城山トンネル しろやま		2,087.0		施工済 セコウ ズミ						620.0		15.0								69.0		186.0		14.4		43.0				80.1		201.7		3.5																		0.1				113.9		1347				城山TN しろやま		98%		2%		60%		5%		14%		1%		-		18		0.0		809.8		888.1		51.0		335.8

												98%		2%								22%		59%		5%		14%				28%		71%		1%																		0%				100%

						未施工 ミセコウ																40.7		109.1		9.3		25.9						376.2		3.8										20.0												153.0		738

																						22%		59%		5%		14%						99%		1%										100%												100%

		鴨狩津向トンネル かも かり つ むき		355.0		未施工 ミセコウ																												153.6		1.6		4.8								110												85		355				鴨狩津向TN かも かり つ むき		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%		19		0.0		0.0		153.6		111.6		89.8

																																		96%		1%		3%								100%												100%



																																																																補正用平均値 ホセイ ヨウ ヘイキンチ		70%		30%		68%		5%		7%		1%		3%





































←水平ボーリングにより確認



×補正値

		■トンネル数量（補正） スウリョウ ホセイ

						当初 トウショ				ＣⅠ										ＣⅡ										ＤⅠ										ＤⅡ										ＤⅢ

						変更 ヘンコウ				ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ								ＣⅠ→ＣⅡ		ＣⅡ→ＤⅠ		ＤⅠ,DⅡ→ＤⅢ				ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		計 ケイ

		楮根第一トンネル かぞね だい いち		380.0		未施工 ミセコウ																54		81										152				8																				85		380				楮根第一TN かぞね だい いち		100%		60%		5%				0.0		54.0		233.0		0.0		93.0		380.0		楮根第一TN かぞね だい いち

																						40%		60%										95%				5%																				100%

		楮根第二トンネル かぞね だい に		131.0		施工済 セコウ ズミ																														15																						116		131				楮根第二TN かぞね だい に		-		-		100%				0.0		0.0		0.0		15.0		116.0		131.0		楮根第二TN かぞね だい に

																																				100%																						100%

		楮根第三トンネル かぞね だい さん		165.0		施工済 セコウ ズミ																																																				26.00		26				楮根第三TN かぞね だい さん		-		-		-				0.0		0.0		0.0		0.0		26.0		26.0

																																																										100%

						未施工 ミセコウ																																70.00																				69.00		139														0.0		0.0		0.0		0.0		139.0		139.0

																																						100%																				100%																0.0		0.0		0.0		0.0		165.0		165.0		楮根第三TN かぞね だい さん

		楮根第四トンネル かぞね だい よん		1,852.0		施工済 セコウ ズミ						21.7		314.3								64.9		334.1				20.0						19.3				0.7																				42.0		817				楮根第四TN かぞね だい よん		100%		85%		1%				0.0		86.6		667.7		0.0		62.7		817.0

												6%		94%								15%		80%				5%						97%				4%																				100%

						未施工 ミセコウ						654.00										36.15		204.85										19.80				0.20																				120.00		1035														0.0		690.2		224.7		0.0		120.2		1035.0

												100%										15%		85%										99%				1%																				100%																0.0		776.8		892.4		0.0		182.9		1852.0		楮根第四TN かぞね だい よん

		塩沢トンネル しおざわ		649.0		未施工 ミセコウ																												310.65				16.35								154.85		8.15										159		649				塩沢TN しおざわ		100%		60%		5%				0.0		0.0		310.7		154.9		183.5		649.0		塩沢TN しおざわ

																																		95%				5%								95%		5%										100%

		大島第一トンネル おおしま だい いち		211.0		施工済 セコウ ズミ																												4																								48		52				大島第一TN おおしま だい いち		-		-		-				0.0		0.0		4.0		0.0		48.0		52.0

																																		100%																								100%

						未施工 ミセコウ																												126																								33		159														0.0		0.0		126.0		0.0		33.0		159.0

																																		100%																								100%																0.0		0.0		130.0		0.0		81.0		211.0		大島第一TN おおしま だい いち

		大島第二トンネル おおしま だい に		902.0		未施工 ミセコウ						95										45.56		68.34										400.045				21.055								28.5		1.5										242		902				大島第二TN おおしま だい に		100%		60%		5%				0.0		140.6		468.4		28.5		264.6		902.0		大島第二TN おおしま だい に

												100%										40%		60%										95%				5%								95%		5%										100%

		和田トンネル わだ		731.0		施工済 セコウ ズミ																												137																								71		208				和田TN わだ		-		-		-				0.0		0.0		137.0		0.0		71.0		208.0

																																		100%																								100%

						未施工 ミセコウ																55												357																								111		523														0.0		55.0		357.0		0.0		111.0		523.0

																						100%												100%																								100%																0.0		55.0		494.0		0.0		182.0		731.0		和田TN わだ

		角打トンネル つの うち		310.0		未施工 ミセコウ																56.0		84.0										95.0				5.0																				70.0		310				角打TN つの うち		100%		60%		5%				0.0		56.0		179.0		0.0		75.0		310.0		角打TN つの うち

																						40%		60%										95%				5%																				100%

		丸滝トンネル まるたき		925.0		施工済 セコウ ズミ						127										125												25																								65		342				丸滝TN まるたき		100%		-		-				0.0		252.0		25.0		0.0		65.0		342.0

												100%										100%												100%																								100%

						未施工 ミセコウ						243										270												45																								25		583														0.0		513.0		45.0		0.0		25.0		583.0

												100%										100%												100%																								100%																0.0		765.0		70.0		0.0		90.0		925.0		丸滝TN まるたき

		帯金第一トンネル おびがね だい いち		267.0		未施工 ミセコウ																												175.75				9.25																				82		267				帯金第一TN おびがね だい いち		100%		60%		5%				0.0		0.0		175.8		0.0		91.3		267.0		帯金第一TN おびがね だい いち

																																		95%				5%																				100%

		帯金第二トンネル おびがね だい に		856.0		未施工 ミセコウ						97										168.4		252.6										153.8				8.1																				176		855.9				帯金第二TN おびがね だい に		100%		60%		5%				0.0		265.4		406.4		0.0		184.1		855.9		帯金第二TN おびがね だい に

												100%										40%		60%										95%				5%																				100%

		下八木沢第一トンネル しも やぎさわ だい いち		399.0		未施工 ミセコウ						116										43.2		64.8										65.55				3.45																				106		399				下八木沢第一TN しも やぎさわ だい いち		100%		60%		5%				0.0		159.2		130.4		0.0		109.5		399.0		下八木沢第一TN しも やぎさわ だい いち

												100%										40%		60%										95%				5%																				100%

		下八木沢第二トンネル しも やぎさわ だい に		284.0		未施工 ミセコウ						77										47.2		70.8																																		89		284				下八木沢第二TN しも やぎさわ だい に		100%		60%		5%				0.0		124.2		70.8		0.0		89.0		284.0		下八木沢第二TN しも やぎさわ だい に

												100%										40%		60%																																		100%

		上八木沢トンネル かみ やぎさわ		672.0		施工済 セコウ ズミ								158										28										65																								55		306				上八木沢TN かみ やぎさわ		100%		100%		-				0.0		0.0		251.0		0.0		55.0		306.0

														100%										100%										100%																								100%

						未施工 ミセコウ						98												172										54																								41		365.35														0.0		98.0		226.0		0.0		41.4		365.4

												100%												100%										100%																								100%																0.0		98.0		477.0		0.0		96.4		671.4		上八木沢TN かみ やぎさわ

		醍醐山トンネル だいご やま		2,409.7		施工済 セコウ ズミ				12.26		238.69		19.05						19.03		808.78		415.34				25.00		0.47		278.75		345.63				7.00														0.07		80.13				158.80		2409				醍醐山TN だいご やま		95%		35%		1%				31.8		1326.3		860.2		0.0		190.8		2409.0		醍醐山TN だいご やま

										5%		88%		7%						2%		64%		33%				2%		0%		44%		55%				1%														0%		34%				66%

		一色トンネル いっしき		1,275.0		未施工 ミセコウ																232		348										571				31																				84		1266				一色TN いっしき		100%		60%		5%				0.0		232.0		919.4		0.0		114.1		1265.5		一色TN いっしき

																						40%		60%										95%				5%																				100%

		城山トンネル しろやま		2,087.0		施工済 セコウ ズミ						620		15								69		186		14		43				80		202		4																		0				114		1347				城山TN しろやま		100%		78%		1%				0.0		769.1		402.8		17.9		156.9		1346.7

												98%		2%								22%		60%		5%		14%				28%		71%		1%																		0%				100%

						未施工 ミセコウ																41		144										376				4								19.8		0.2										153		738														0.0		40.7		520.5		19.8		157.0		738.0

																						22%		78%										99%				1%								99%		1%										100%																0.0		809.8		923.3		37.7		313.9		2084.7		城山TN しろやま

		鴨狩津向トンネル かも かり つ むき		355.0		未施工 ミセコウ																												152				8								104.5		5.5										85		355				鴨狩津向TN かも かり つ むき		100%		60%		5%				0.0		0.0		152.0		104.5		98.5		355.0		鴨狩津向TN かも かり つ むき

																																		95%				5%								95%		5%										100%











































補助

		■トンネル数量（補正） スウリョウ ホセイ



										フォアポ				注入式
フォアポ				ＡＧＦ		無し ナ

										フォアポ		注入式
フォアポ		注入式
フォアポ		ＡＧＦ		ＡＧＦ		ＡＧＦ		その他								フォアポ				注入式
フォアポ チュウニュウ シキ				ＡＧＦ		その他 タ

		楮根第一トンネル かぞね だい いち		380.0		未施工 ミセコウ								119.65										119.65				楮根第一トンネル かぞね だい いち		数量
（m） スウリョウ				数量
（m） スウリョウ				数量
（m） スウリョウ		数量
（m） スウリョウ

														31%																0				119.65				0		0

		楮根第二トンネル かぞね だい に		131.0		施工済 セコウ ズミ										34.5		18		5		36		93.5				楮根第二トンネル かぞね だい に		0				35				18		36

																26%		14%		4%		27%

		楮根第三トンネル かぞね だい さん		165.0		施工済 セコウ ズミ										65.0				100.0				165				楮根第三トンネル かぞね だい さん		0				65				0		0

																39%				61%		

		楮根第四トンネル かぞね だい よん		1,852.0		施工済 セコウ ズミ										18.0								18				楮根第四トンネル かぞね だい よん		0				17.3				17.3		0

																1%						

						未施工 ミセコウ								18.00										18

														1%								

		塩沢トンネル しおざわ		649.0		未施工 ミセコウ								159										159				塩沢トンネル しおざわ		0				159				0		0

														24%								

		大島第一トンネル おおしま だい いち		211.0		施工済 セコウ ズミ				59.6				65				0				0		124.6				大島第一トンネル おおしま だい いち		59.6				65				0		0

										28%				31%				0%				0%

						未施工 ミセコウ																		0

																						

		大島第二トンネル おおしま だい に		902.0		未施工 ミセコウ				174.2				66.2				0				0		240.4				大島第二トンネル おおしま だい に		174.2				66.2				0		0

										19%				7%				0%				0%

		和田トンネル わだ		731.0		施工済 セコウ ズミ				0				160.3				54.4				54.4		269.1				和田トンネル わだ		0				160.3				54.4		54.4

										0%				22%				7%				7%

						未施工 ミセコウ																		0

																						

		角打トンネル つの うち		310.0		未施工 ミセコウ				35.3				33.3				0.0				0.0		68.6				角打トンネル つの うち		35.3				33.3				0		0

										11%				11%				0%				0%

		丸滝トンネル まるたき		925.0		施工済 セコウ ズミ																		0				丸滝トンネル まるたき		24.4				19.482				45		45

																						

						未施工 ミセコウ																		0

																						

		帯金第一トンネル おびがね だい いち		267.0		未施工 ミセコウ																		0				帯金第一トンネル おびがね だい いち		32				0				32		64

																						

		帯金第二トンネル おびがね だい に		856.0		未施工 ミセコウ																		0				帯金第二トンネル おびがね だい に		0				40				25.2		50.4

																						

		下八木沢第一トンネル しも やぎさわ だい いち		399.0		未施工 ミセコウ																		0				下八木沢第一トンネル しも やぎさわ だい いち		104.6				0				0		0

																						

		下八木沢第二トンネル しも やぎさわ だい に		284.0		未施工 ミセコウ																		0				下八木沢第二トンネル しも やぎさわ だい に		0				87.6				0		0

																						

		上八木沢トンネル かみ やぎさわ		672.0		施工済 セコウ ズミ																		0				上八木沢トンネル かみ やぎさわ		0				149				71.5		0

																						

						未施工 ミセコウ																		0

																						

		醍醐山トンネル だいご やま		2,409.7		施工済 セコウ ズミ																		0				醍醐山トンネル だいご やま		45				369.35				0		0

																						

		一色トンネル いっしき		1,275.0		未施工 ミセコウ																		0				一色トンネル いっしき		34.2				0				48.35		23.9

																						

		城山トンネル しろやま		2,087.0		施工済 セコウ ズミ																		0				城山トンネル しろやま		113.2				147.2				0		0

																						

						未施工 ミセコウ																		0

																						

		鴨狩津向トンネル かも かり つ むき		355.0		未施工 ミセコウ																		0				鴨狩津向トンネル かも かり つ むき		36.3				157.4				0		0

																						









































































個別集計表



		No		トンネル名 メイ		延長 エンチョウ		支保構造 シホ コウゾウ																														補助工法 ホジョ コウホウ																																				増減 ゾウ ゲン

								当初 トウショ		当初 トウショ										金額		変更 ヘンコウ												金額		増減 ゾウ ゲン		当初 トウショ																変更 ヘンコウ																		増減 ゾウ ゲン

								ＣⅠ～ＣⅡ		ＣⅠ		ＣⅡ		DⅠ		DⅡ		ＤⅢ				ＣⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		Ｅ						フォアポ				注入式
フォアポ チュウニュウ シキ				ＡＧＦ				その他 タ		合計 ゴウケイ		フォアポ				注入式
フォアポ チュウニュウ シキ				ＡＧＦ				その他 タ				合計 ゴウケイ

																																						数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		数量 スウリョウ		金額		金額

		1		楮根第一 かぞね だい いち		380		135		0		135		160		0		85		945		0		31		241		8		100				1,050		105						120		255				0						0		0		60		127		60		136		0		0		263		263		368

		2		楮根第二 かぞね だい に		131		0		0		0		15		0		116		412		0		0		0		15		116				419		7						35		74		18		41						0		0		18		38		54		123		36		174		161		161		168

		3		楮根第三 かぞね だい さん		165		0		0		0		80		0		85		491		0		0		0		0		165				536		45						65		138				0						0		0		33		70		198		451		163		370		521		521		566

		4		楮根第四 かぞね だい よん		1,852		1,650		990		660		40		0		162		3,151		0		87		1,571		0		196				5,021		1,870						17		36		17		39						0		0		10		21		30		68		80		60		89		89		1,959

		5		塩沢 しおざわ		649		0		0		0		327		163		159		1,857		0		0		314		166		169				1,908		51						159		338				0						0		0		80		169		475		1,082		0		0		1,251		1,251		1,302

		6		大島第一 おおしま だい いち		211		0		0		0		130		0		80		609		0		0		128		0		83				615		6		60		17		65		138				0						0		0		33		69		93		212		0		0		281		281		287

		7		大島第二 おおしま だい に		902		209		95		114		421		30		242		2,336		0		95		535		30		242				2,473		137		174		48		66		140				0						174		48		33		70		523		1,192		0		0		1,310		1,310		1,447

		8		和田 わだ		731		55		0		55		494		0		182		2,014		0		55		494		0		185				2,027		13				0		160		340		54		123						0		0		80		170		137		312		60		15		482		482		495

		9		角打 つの うち		310		140		0		140		100		0		70		738		0		28		192		8		82				858		120		35		10		33		70				0						35		10		17		35		17		38		0		0		83		83		203

		10		丸滝 まるたき		925		765		370		395		70		0		90		1,701				765		70		0		90				1,828		127		24		7		19		40		45		103						24		7		10		21		64		146		45		21		174		174		301

		11		帯金第一 おびがね だい いち		267		0		0		0		185		0		82		760		0		0		186		0		81				771		11		32		9				0		32		73						32		9		0		0		50		114		82		30		123		123		134

		12		帯金第二 おびがね だい に		856		518		97		421		162		0		176		1,882		97		421		162		0		176				1,882		0				0		40		85		25		57						0		0		34		72		54		123		50		50		195		195		195

		13		下八木沢第一 しも やぎさわ だい いち		399		224		116		108		69		0		106		881		0		138		140		6		115				1,011		130		105		29				0				0						105		29		0		0		0		0		0		0		29		29		159

		14		下八木沢第二 しも やぎさわ だい に		284		195		77		118		0		0		88		602		0		101		80		6		97				726		124				0		88		187				0						30		8		54		115		62		141		18		0		264		264		388

		15		上八木沢 かみ やぎさわ		672		458		223		235		119		0		95		1,382		0		0		576		0		96				1,858		476				0				0		72		164						0		0		75		158		146		333		265		74		491		491		967

		16		醍醐山 だいご やま		2,410		1,698		744		954		527		0		185		4,753		32		1,326		860		0		192				5,318		565		45		12		369		784				0						45		12		290		617		79		180		0		0		809		809		1,374

		17		一色 いっしき		1,275		430		0		430		535		0		310		2,310		0		116		982		35		142				3,411		1,101		34		9				0		48		109						34		9		0		0		48		110		24		7		119		119		1,220

		18		城山 しろやま		2,087		1,135		635		500		740		20		192		4,454		0		685		1,013		51		108		230		5,169		715		113		31		147		312				0						0		0		35		74		477		1,087		1,570		1,724		1,161		1,161		1,876

		19		鴨狩津向 かも かり つ むき		355		0		0		0		160		110		85		1,013		0		0		160		89		106				1,026		13		36		10		157		333				0						0		0		40		85		250		570		36		1,313		655		655		668

				合計 ゴウケイ		14,861		7,612		3,347		4,265		4,334		323		2,589		32,291		129		3,848		7,704		414		2,540		230		37,907		5,616		658		181		1,540		3,271		311		709						479		132		900		1,911		2,817		6,418		2,429		3,838		8,461		8,461		14,077



																																						CⅠ		ＣⅡ		ＤⅠ		ＤⅡ		ＤⅢ		フォアポーリング		注入式ＦＰ チュウニュウ シキ		ＡＧＦ																				差額 サガク		-7,923 

																																				直工 チョク コウ		1,426		1,761		2,694		2,821		3,246		275		2,124		2,279























転記用データ



						当初						変更

						数量		単価		金額		数量		単価		金額		増減

						（ｍ）		（千円／ｍ）		（百万円）		（ｍ）		（千円／ｍ）		（百万円）		（億円）

		１．支保構造

				ＣⅠ		3,347		1,426		4,773		129		1,711		221		-45.5

				ＣⅡ		4,265		1,761		7,511		3,848		2,113		8,131		6.2

				ＤⅠ		4,334		2,694		11,676		7,704		3,233		24,907		132.3

				ＤⅡ		323		2,821		911		414		3,385		1,401		4.9

				ＤⅢ		2,589		3,246		8,404		2,540		3,895		9,893		14.9

				Ｅ		-		-		0		222		10,347		2,293		22.9				←		城山ＴＮ実績 シロヤマ ジッセキ

				ウイングリブ		-		-		0		10		1,020		10		0.1

				脚部補強工		-		-				191		1,084		207		2.1

				吹付インバート		-		-				164		406		67		0.7

				インバートストラット		-		-				50		565		28		0.3

		２．補助工法																0.0

				フォアポーリング		658		275		181		479		330		158		-0.2

				注入式フォアポーリング		1,540		2,124		3,271		900		2,549		2,294		-9.8

				注入式長尺鋼管先受工（ＡＧＦ）		311		2,279		709		2,817		2,735		7,704		70.0

				鏡吹付コンクリート		-		-				2,791		611		1,705		17.1

				注入式長尺鏡ボルト		-		-				188		397		75		0.8

		計 ケイ								37,436						59,094		216.6

		変更に伴う掘削機等の損料 ヘンコウ トモナ クッサクキナド ソンリョウ																3.4

		工事費計（諸経費込み） コウジヒ ケイ ショケイヒ コ														≒		220.0























Sheet1

						楮根3 カゾネ		楮根4 カゾネ		塩沢 シオザワ		大島1 オオシマ		大島2 オオシマ		帯金2 オビガネ		上八木沢 カミ ヤギサワ		醍醐山1 ダイゴ ヤマ		醍醐山2 ダイゴ ヤマ		城山 シロヤマ		鴨狩津向 カモガリツムギ		計 ケイ

				ウイングリブ		10																						10

						9,690																						9,690



				脚部補強工		164				27																		191

						151,810				54,740																		206,550



				吹付インバート		164																						164

						66,300																						66,300



				インバートストラット						27																23		50

										9,520																18,744		28,264



				鏡吹付コンクリート				93		27		100		55		67		456		995				956		42		2,791

								10,410		3,245		115		8,381		8,542		274,745		1,178,057		657		214,427		5,824		1,704,403



				注入式長尺鏡ボルト		146				27				15														188

						49,045				17,442				8,245														74,732







 

 

■鏡面の崩落状況（出現割合の増加） 

（２） 事業の見込み等 
  ２） 事業費変更の内容② 

２．事業の進捗状況と見込み等    
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新たに発生している難航事象  
 

掘削による圧力解放や乾湿により 
急激に細かく砕ける 

スレーキング 

【スレーキング】 
泥岩が降雨などにより水分を吸収し、 
乾燥収縮を繰り返すことにより、 
崩れて細粒化する現象 

■インバートストラットの変形 

 

 

脆い地山のため、 
トンネル内に想定 
以上の強い土圧が 
かかり内空変位が 
生じた事から、 
インバートストラット 
の変形が発生。 

国総研・土木研究所  
現地調査状況  
（H29.10実施） 

切羽の確認 

ボーリングコアの確認 

変状状況の説明 

ロックボルト破断箇所(H29.7発生)の確認 

楮根第四トンネル（H29.10撮影） 

城山トンネル（H29.10撮影） 

楮根第四トンネル（H29.10撮影） 

楮根第四トンネル（H29.10撮影） 

変形 

変形が無い状態 

城山トンネル（H29.10撮影） 

■断層破砕帯の出現 

断 層

破砕帯

破砕帯

圧縮方向の
力が作用

圧縮方向の
力が作用

破砕帯

断層

下盤

上盤
ずり上がる

＜イメージ＞【断層破砕帯】 
断層運動（上盤が下盤に対してずり上がる） 
に伴って砕かれた岩石が、一定の幅で帯状に 
連続分布する部分 

楮根第四トンネル（H29.6撮影） 
 

城山トンネル（H29.10撮影） 
 

 脆い地盤（特殊な泥岩）  



難航事象に対する対策の事例 
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（２） 事業の見込み等 
  ２） 事業費変更の内容③ 

２．事業の進捗状況と見込み等    

■補助工法 
  （長尺鋼管フォアパイリング） ■支保工の２重化 

H28.11撮影 H29.9撮影 

 
 

 

 

 

２次支保施工部分 

１次支保 

１次支保 

２次支保 

地山を安定させるために、掘削断面の上部に 
鋼管を建て込み、薬液を注入 

掘削断面の変形が著しいため、通常１重である支保を２重化 

２次支保 

 

■高強度吹付コンクリート 

掘削面の崩壊防止、地山の初期の緩み等を 
抑制するため、通常の２倍の強度を持つ 

コンクリートを採用 

■インバートストラット 

  

インバートストラット 
（支保部材） 

インバート 
（コンクリート） 

インバート 
ストラット 

掘削後直ちに支保部材となる 
インバートストラットを設置し、 

掘削断面の変形を抑制 

■覆工への鉄筋追加（新規対策） 

通常はコンクリートのみで施工する箇所の覆工を 
本体構造の強化のため、鉄筋を追加 

鉄 筋 H29.11撮影 H29.6撮影 

長尺鋼管 
フォアパイリング 

ロックボルト 
支保工 

インバート 

長尺鋼管フォアパイリング建て込み 



平面図 

   

   

     

・前回再評価以降、新たな断層破砕帯の確認、脆い地山の出現割合が想定以上に高いこと、掘削後の内空変形の継続
など、さまざまな難航事象が発生しており、安全に配慮しつつ工事を推進。 

・３工区（下部温泉早川ＩＣ～六郷ＩＣ）については、平成３０（２０１８）年度の開通に向け、引き続き工事を推進。 
・２工区（南部ＩＣ～下部温泉早川ＩＣ）については、想定以上に工事が難航する中、未だトンネル掘削工事が残されている
状況であり、引き続き、安全に配慮しつつ工事を推進。 

・１工区（富沢ＩＣ～南部ＩＣ）については、想定以上に工事が難航する中、トンネル本体工事の完了の見通しがたったこと 
 から、平成３１（２０１９）年夏頃の開通となる見込み。 
・開通後は、環境モニタリング調査及び工事用道路撤去を実施。 
・なお、工事工程については、発注者、関係施工業者で定期的（隔週を基本）に工程調整会議を行い、工事を実施。 
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２．事業の進捗状況と見込み等    
（２） 事業の見込み等 
  ３） 事業進捗の見込みの視点 

年  度 H17 H18 H19～H29 H30
（2018） 

H31年度以降 
 

事業着手 整備計画変更 

測量・調査・設計 

設計・用地説明 

埋蔵文化財調査 

1工区 
用地 

工事 

2工区 
用地 

工事 

3工区 
用地 

工事 

H18 

現在 

H27 H20 
H31 
(2019) 

H20 
H27 H20 

H31 
(2019) 

H20 
H27 H20 H30 

(2018) H20 

H21 H18 

※トンネルの進捗が順調な場合 

※ 

H20 H23 

   

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

富
沢
Ｉ
Ｃ

南
部
Ｉ
Ｃ

身
延
山
Ｉ
Ｃ

下
部
温
泉
早
川
Ｉ
Ｃ

中
富
Ｉ
Ｃ 六

郷
Ｉ
Ｃ

増
穂
Ｉ
Ｃ

中部横断自動車道 新清水JCT～増穂IC Ｌ＝５８．３ｋｍ
新清水JCT～六郷IC Ｌ＝４９．０ｋｍ

平成29年3月19日開通

道の駅「なんぶ」
（H30.7.21オープン予定）

道の駅「とみざわ」

Ｌ＝１１．４ｋｍ
ＮＥＸＣＯ中日本

Ｌ＝９．３ｋｍ
ＮＥＸＣＯ中日本

Ｌ＝６．７ｋｍ
国土交通省

Ｌ＝１３．２ｋｍ
国土交通省

Ｌ＝８．４ｋｍ
国土交通省

Ｌ＝９．３ｋｍ
ＮＥＸＣＯ中日本

Ｈ31（2019）年夏頃 
開通予定 

Ｈ31（2019）年度※ 

開通予定 
H30（2018）年度 

開通予定 

1工区 2工区 3工区 

（付帯意見➀の対応） 

（2019） 



３．事業の投資効果  

便益(Ｂ) 

走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 
費用便益比 

（Ｂ／Ｃ） 6,749億円 
（2,069億円） 

989億円 
（263億円） 

176億円 
（62億円） 

 7,915億円〔約18,315億円〕 
（2,394億円〔約5,583億円〕） 

費用(Ｃ) 

事業費 維持管理費 総費用 
1.4 

（0.8） 5,527億円 
（2,944億円） 

260億円 
（98億円） 

5,787億円〔約5,523億円〕 
（3,042億円〔約2,847億円〕） 

便益(Ｂ) 

走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 
費用便益比 
（Ｂ／Ｃ） 4,621億円 

（1,406億円） 
588億円 
（130億円） 

108億円 
（36億円） 

5,317億円 
（1,571億円） 

費用(Ｃ) 

事業費 維持管理費 総費用 
13.9 
（4.1） 313億円 

（313億円） 
69億円 
（69億円） 

382億円 
（382億円） 

注1）上段の値は中部横断自動車道（新清水～増穂）58.3kmの整備区間を対象とした場合、下段（）書きの値は、再評価対象区間の費用便益分析結果。 
注2）平成22年度全国道路・街路交通情勢調査及び平成42(2030)年度の推計交通量に基づき便益を算出している。 
注3）便益・費用については、平成30(2018)年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、〔〕内の値は基準年次に 
        おける現在価値化前を示す値である。 
注4）費用便益比算定上設定した完成年度は平成31(2019)年度である。 
注5）費用及び便益額は整数止めとする。 
注6）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

１）事業全体 

２）残事業 
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（１） 費用便益分析 
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３．事業の投資効果  

国道５２号の特殊車両通行支障箇所 

 

 
 

 

 

 

 

 

・山梨県から東京港・横浜港への輸送ルートは、高速道路が整備されており、ドライバーに負担が少ない輸送が可能。 
・一方、清水港と直結する国道52号は、特殊車両※が走行する際に、徐行に加え前後誘導車の配置が必要な通行支障 
 箇所が存在するなど、走行性や速達性に課題があり、ドライバーへの負担が増大。 
・中部横断自動車道の整備により、走行性の向上と所要時間の短縮が図られ、物流効率化を促し、さらに労働環境改善
などにも寄与。 

H28.10撮影 

国道52号の通行支障箇所 
   

   
   
   

   
   

   
   
   
   

   
 
 

 
   

 

 

 

 

山梨県 

下部温泉早川IC 

地域活性化IC* 
身延山IC 

南部IC 

身延町 

南部町 富沢IC 

中富IC 

六郷IC 

通行支障箇所 
（曲線部障害） 
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（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外） 
１） 物流の効率化 

 
  
  
  

   

 

   

 

  

  

 

 
 

 
 
 

 

  

  

  

E52 中部横断動車道 

  
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 
 

 

 

 

※車両の構造や輸送する貨物が特殊な車両。海上コンテナ用セミトレーラなどが含まれる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

  

 
 

 

山梨県から輸出港までのルート 

 

   
 

  

 

凡 例 

供用済区間 
事業中区間 
調査中区間 

 

 

中部横断道の整備により、 
清水港を利用すると、東京港 
や横浜港に比べて約80分※3 

短縮可能であり、労働環境の 
改善に寄与。 

■ 輸送時間※1 
■ 待機時間※2 

短縮 

※1：県道以上を対象に算出 
      （高速道路：80km/h、中部横断：70km/h、 
       一般道路：40km/） 
※2：各港のコンテナ車両待機時間調査結果 
    （東京都トラック協会海上コンテナ専門部会、 
         神奈川県トラック協会海上コンテナ専門部会、 
         清水港利用促進協会） 
※3：港への輸送時間と港における待機時間の合計 
    による時間差 

・一般道（国道５２号）利用の場合、 走行性
が劣り、所要時間がかかるためドライバー
負担が増大。 

・走行性の良い高速道路が整備されており、
ドライバーに負担がかからない輸送が可能。 

所要時間短縮による労働環境改善への寄与 
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8

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

山
梨
県
産
果
実
の

輸
出
実
績
推
移
（億
円
）

その他 モモ ブドウ 合計

 

・現在、清水港では農水産物の輸出促進に向け、2024年に2016年の約2倍にあたる200億円の輸出を目標とし、 
 リーファーコンテナ電源供給設備等、港湾施設を整備中。 

•山梨の主要農産品であるモモ・ブドウ等の海外（台湾・香港）への青果物輸出は、山梨県知事のトップセールスをはじめと
した海外への山梨ブランドのアピールを積極的に取り組み、増加傾向。 

•中部横断自動車道の整備、清水港の取り組みの相乗効果によって山梨県産の果実の高付加価値化に期待。  

２） 農産品の海外輸出支援 

３．事業の投資効果  
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山梨県における青果物の海外輸出状況 清水港における港湾施設整備の状況 

出典：山梨県 
   農政部 

内部を一定温度に保つ設備をもつコンテナ。 
冷凍・冷蔵の必要がある食品や医薬品などの 
輸送に利用。 

出典：国土交通省港湾局記者発表資料（2016実績は財務省 貿易年表（H28）） 

平成27年 
 シンガポール 
 インドネシア 
平成28年 
 タイ、インドネシア 
 マレーシア 
平成29年 
 台湾、ベトナム 
 インドネシア 

99 

200 

0

100

200

300

2016年実績 2024年目標 

農
水
産
物
輸
出
額 

約２倍 

  

  

  

  
  

  
 

  

  
    

 
 

 
 

 
    
      

   
   

■清水港の農水産物輸出目標額 

（億円）    

  

 

   
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
   
  

 
  
  

 
 

  

 
 
 

 
 

 

 

 

  
  

 

 
  
  

平成28年は香港（63％）、台湾（29％）、シンガポール（5％）、
タイ（2％）等、東南アジア諸国を中心に輸出 

山梨県知事による海外でのトップセールス 

■トップセールス実施状況（H28.10） 

小口貨物積替を行う「流通
加工機能を備えた物流 
施設」を整備 

増加する農水産物の
輸出需要への対応 

冷蔵冷凍貨物を一時保管
する「リーファーコンテナ 
電源供給設備」を増設、 
輸出環境を強化 

■リーファーコンテナ電源供給設備 

高規格幹線道路網整備効果と今後 
の取組による需要掘起こしを考慮 

（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外） 
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52
山梨県 

静岡県 

再
評
価
対
象
区
間 

中
部
横
断
自
動
車
道 

（富
沢
～
六
郷
） 

 
六郷IC 

下部温泉早川IC 

南部IC 

富沢IC 

地域活性化IC* 
中富IC 

地域活性化IC* 
身延山IC 

2 0 

南部ＩＣ周辺は、 
山梨県及び静岡県双方の 
3次医療施設に1時間でｱｸｾｽ可。 

＊地域活性化ICとは、地方公共団体が主体となって発意し、整備する追加インターチェンジ 

E1A
E1

E1

E1A

E1 東名高速道路 

E20 中央自動車道 

E1A 新東名高速道路 

E52 中部横断動車道 

E20 中央自動車道 

E1 東名高速道路 

E1A 新東名高速道路 

E52 中部横断動車道 

算出条件：県道以上を対象に算出（高速道路：80km/h、 
     中部横断：70km/h、一般道路：40km/h）。 
     周辺地域は、富士川町、市川三郷町、早川町、 
     身延町、南部町とした。 

３．事業の投資効果  

算出条件：県道以上を対象に算出 
（高速道路：80km/h、中部横断：70km/h、 
 一般道路：40km/h）。 

中部横断自動車道の周辺地域の現状 

■身延町役場～山梨県立中央病院の所要時間 

・中部横断自動車道の整備により、身延町役場から山梨県立中央病院への所要時間が約17分短縮するなど、周辺地域

から第3次医療施設までの所要時間が短縮され、1時間以内に搬送可能な圏域が拡大することで、救命率の向上が 

 見込まれる。 

■山梨県における第3次医療施設1時間カバー人口 

出典：H27国勢調査メッシュデータ 

３） 救急医療活動の支援 

 
 

山梨県及び静岡県の第3次医療施設の１時間ｶﾊﾞｰ圏が拡大 
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凡例 

中部横断自動車道整備前1時間ｶﾊﾞｰ圏域  

第3次医療施設 

中部横断自動車道整備後1時間ｶﾊﾞｰ圏域 
（山梨県と静岡県の双方の 
 第3次医療施設における1時間ｶﾊﾞｰ圏域）  

中部横断自動車道整備後1時間ｶﾊﾞｰ圏域 
（山梨県もしくは静岡県のどちらか一方の 
 第3次医療施設における1時間ｶﾊﾞｰ圏域） 

約17分短縮 
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約0.4万人増加 

 
 

  

  

  

 

 

 

出典：「カーラーの曲線」一部改変 

（M.Cara:1981）  

■多量出血時のカーラー救命曲線 

（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外） 



３．事業の投資効果  

中部横断自動車道の整備に伴う脆弱なネットワークの解消 

■国道５２号の雨による通行規制履歴（Ｈ23年度～Ｈ29年度） 

国道52号（身延町万沢） 

■中部横断自動車道整備後 

・中部横断自動車道が通過する地域は、地形や地質等の特性から事前通行規制区間が2箇所存在しており、過去には
大雨により度々通行止めが発生。 

・災害時に通行止めとなった場合は集落が孤立することから、信頼性の高い代替道路の確保が必要。 
・中部横断自動車道の整備により、孤立集落の解消や交通の寸断の解消が期待される。 

規制区間名 規制回数 のべ規制時間 

万沢 7回 60時間10分 

古屋敷 7回 57時間00分 

多発する国道52号の通行止め 

出典：甲府河川国道事務所資料 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４） 災害時における代替道路の確保 
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中部横断自動車道の整備に伴う脆弱なネットワークの解消 

約１１, ２００人 

「古屋敷」と「万沢」が同時
に通行止めになった場合、
孤立が懸念される人口 

出典：H27国勢調査より算出 

「古屋敷」と「万沢」が通行 
止めになったとしても、 
中部横断自動車道を利用 
した迂回が可能 

孤立集落の発生を回避 

２.４ｋｍ 古屋敷 

事前通行規制区間 
（連続雨量150mm） 

＊地域活性化ICとは、地方公共団体
が主体となって発意し、整備する
追加インターチェンジ 

再
評
価
対
象
区
間 

中
部
横
断
自
動
車
道
（
富
沢
～
六
郷
） 

 

六郷IC 

下部温泉早川IC 

南部IC 

富沢IC 

地域活性化IC* 
中富IC 

地域活性化IC* 
身延山IC 

E52 
中
部
横
断
自
動
車
道 

凡例 

事前通行規制区間 

孤立が懸念される地域 

４.８ｋｍ 万沢 

事前通行規制区間 
（連続雨量200mm） H26.10撮影 

（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外） 
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清水港 

 

開通後に期待される 
観光ルート 

 

中央自動車道 

山梨県 

静岡県 

身延山IC 

•清水港は平成29年に国際旅客船拠点形成港湾に指定され、寄港する国際クルーズ船は平成24年から42倍に増加。 

•中部横断自動車道沿線にはアジア圏の訪日旅行者に人気のある観光資源が集中。 

•中部横断自動車道の整備により、新たな観光ルートが形成されることで、山梨県への国際クルーズ船の訪日外国人 

 観光客の獲得に期待。 

５） インバウンド観光の獲得 

３．事業の投資効果  

中部横断自動車道を利用した新たな観光ルートイメージ 

■清水港の国際クルーズ船の寄港回数 

インバウンド観光のニーズ 
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清
水
港
に
寄
港
す
る 

客
船
の
寄
港
回
数
（
回
） 

■訪日旅行者が行ってみたい観光地 

出典：清水港客船招致委員会HP 

出典：「DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（平成29年版）」
公益財団法人 日本交通公社 

桜、富士山、 
温泉が人気 身延山久遠寺 

桜 

下部温泉 

温泉 

本栖湖 

富士山 
 

   

E1A

E1

箱根（温泉） 

駿府城（桜） 

現在の観光ルート 

（２） 事業の投資効果（費用便益分析以外） 



４．コスト縮減等     

・第２種要対策土の処分について、県、町との調整により、近隣の用地を確保することで、中間処理施設から封じ込め 

  盛土に見直した事による縮減。（付帯意見②の対応） 

（１）コスト縮減の取り組み                           

・処理費 ６万円/m3  

中部横断自動車道増穂 
インターチェンジ 

至 静岡県 

釜無川 

既設堤防 

至 甲府 

第２種要対策土

覆土

t=2.0m

ベントナイト t=0.5m

施工法変更

○封じ込め盛土による処理 
     第２種要対策土を沿線地域（粟倉地区、青柳地区、
下山地区）へ搬出 ○中間処理施設での処理例

公共事業等で再利用

第2種

要対策土
運搬

セメント原材料等

への再資源化

出荷

セメント製造設備

セメント

○中間処理施設での処理 
     第２種要対策土を中間処理施設へ搬出 
 

・処理費 ３万円/m3 

青柳地区の例 

封じ込め範囲 
（第2種要対策土） 
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⇒これまでに、約１７０億円相当の増額を抑制。 



５．関連自治体等の意見 
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（山梨県知事の意見） 

・中部横断自動車道は、東西方向の中央自動車道と連携して、本県の南北方向の交通軸として、産業・経済の発展や 

 観光振興に寄与するとともに、災害時の緊急輸送路となる重要な道路であり、多くの県民が大きな期待を寄せ、早期 

 全線開通を念願しております。 

・全線開通に向けて、沿線自治体や民間企業、経済団体は開通後の当該道路を最大限利活用するため、「中部横断道  

 沿線地域活性化ビジョン」を平成28年3月に策定し、沿線地域の「個性が輝き、ヒト・モノ･情報が行き交う地域」を目指し 

 て、様々な取り組みを準備・実行してきています。 

・このため、当該原案に対して以下の意見を申し添えます。 

 ①事業期間の延伸は最小限に努めるとともに、工事の進捗を踏まえ具体的な開通時期を速やかに示すこと。 

 ②事業費増加の要因に対し、更なる工夫・コスト縮減を図ること。 

 ③地方負担の低減に努めること。 

・以上の点を踏まえ、事業を継続し一日も早い全線開通に努め、工事の進捗状況を順次、県へ説明をお願いします。 

 

 

 

 

 

■山梨県からの意見 



（４）対応方針（原案） 

（２）事業の進捗の見込みの視点 

６．今後の対応方針（原案） 
（１）事業の必要性等に関する視点 

・事業継続 
・中部横断自動車道は、太平洋の臨海地域と長野・山梨県との連携・交流を促進する高速道路ネットワークを 
 形成し、地域経済の発展、空港・港湾等のアクセス向上の観点から、事業の必要性・重要性が高く、コスト縮減 
 を踏まえつつ早期に2車線整備を図ることが適切である。  

・前回再評価以降、新たな断層破砕帯の確認、脆い地山の出現割合が想定以上に高いこと、掘削後の内空変形の
継続など、さまざまな難航事象が発生しており、安全に配慮しつつ工事を推進。 

・３工区（下部温泉早川ＩＣ～六郷ＩＣ）については、平成３０(2018)年度の開通に向け、引き続き工事を推進。 
・２工区（南部ＩＣ～下部温泉早川ＩＣ）については、想定以上に工事が難航する中、未だトンネル掘削工事が残されて
いる状況であり、引き続き、安全に配慮しつつ工事を推進。 

・１工区（富沢ＩＣ～南部ＩＣ）については、想定以上に工事が難航する中、トンネル本体工事の完了の見通しがたった
ことから、平成３１(2019)年夏頃の開通となる見込み。 

・開通後は、環境モニタリング調査及び工事用道路撤去を実施。 
・なお、工事工程については、発注者、関係施工業者で定期的（隔週を基本）に工程調整会議を行い、工事を実施。 

・中部横断自動車道は、上信越道、中央道、新東名の3本の高規格道路を結び、高速ネットワークを形成。 
・内陸路線と沿岸路線が接続するネットワークを形成するとともに、東海・東南海地方の被災時の代替路や広域的な 
 災害時の救急・救援ルートとしても機能。 
・中部横断自動車道の整備により、通行支障箇所を通過せずに通行可能となるとともにアクセス時間の短縮により、
物流効率化に寄与。 

・中部横断自動車道の整備により、山梨県及び静岡県内の第3次医療施設まで1時間以内で搬送可能な圏域が 
 拡大し、所要時間の減少に伴い、救命率の改善が見込まれる。 
・中部横断自動車道の整備により、孤立集落の解消や交通の寸断の解消が期待される。 
・費用便益比（B/C）は1.4。 
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（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 
・第２種要対策土の処分について、県、町との調整により、近隣の用地を確保することで、中間処理施設から封じ込め 
  盛土に見直した事による縮減。 

 



（参考）防災機能の評価 

・東日本大震災の経験を踏まえ、現行の3便益Ｂ/Ｃでは十分に評価できない防災機能を評価。 

防災機能評価の基本的考え方 

事業環境の確認 

必要性の評価 

有効性の評価 

効率性の評価 

具体的な評価方法（道路ネットワークの防災機能の向上効果計測マニュアル（案）） 

【対象災害】地震、津波、豪雨・豪雪、火山 
【拠点設定】地域の防災計画等に基づき、災害発生時に甚大な被害を受ける地域や孤立する恐れの

ある地域、救助・救援活動や広域的な物資の輸送の拠点等を設定 

【ネットワーク設定】主要地方道以上のネットワークを対象 

現況（整備なし） 将来（整備あり） 

通
常
時 
災
害
時 

拠点１ 

拠点２ 

拠点１ 

拠点２ 

拠点１ 

拠点２ 

拠点１ 

拠点２ 

   

   

   

  
  

   

支援拠点 被災拠点 

広域 ・都道府県庁、政令市役所所在地 
・陸上自衛隊駐屯地 地震 ・震度7以上の市町村 

交通 

・地域境界の最寄ＩＣ 
・空港 
・港湾（重要港湾以上） 
・貨物ターミナル駅 

津波 

・浸水する市町村 

地域 

・圏域中心都市 
・広域輸送物資拠点 
・災害拠点病院 
・道の駅、SA/PA 
・建設・交通当局の事務所 

豪雨 
・豪雪 

・落雪、土砂災害、雪崩等により孤立する恐れのある
市町村 

火山 
・火山災害警戒地域に指定される市町村 

【指標】整備の有無、災害の有無による拠点間の期待所
要時間を算出し、数値に基づきランク分けを実施 

・防災機能の評価に当たっては、事業の「必要
性の評価」「有効性の評価」「効率性の評価」
の3つの観点により評価を行う。 

必要性の再検討 

有効性の再検討 有効性の再検討 

効率性の再検討 

【必要性】 
・国や地方公共団体が策定する防災に関する
計画や地域の課題等を踏まえ、当該事業を
実施しない場合において、道路の防災機能
等が十分でない又は支障を来すことを明らか
にすることにより評価 

【有効性】 
・当該事業の実施による改善の度合いを数値
等により計測し、その有効性を評価 

【効率性】 
・効率的に事業実施が行われることについて、
複数案や過去の実績等との費用の比較によ
り評価 

  

 

脆弱度 

改善度 

平時に対し、災害時の到達時間がどの
程度長くなるか表す指標 

整備によって、到達時間がどの程度短く
なるかを示す指標 
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山梨県庁：都道府県庁、 
富士川クラフトパーク：広域的物資輸送拠点、 
富士川病院：災害拠点病院、 
北富士駐屯地：陸上自衛隊駐屯地、 
富士吉田市役所：圏域中心都市  

（参考）防災機能の評価 

拠点ペア単位 

評価 
※ 

対象ペア 
脆弱度 

（防災機能ランク） 
改善度 

No 支援拠点 被災拠点 整備前 整備後 通常時 災害時 

① 山梨県庁 
富士川 
クラフト 
パーク 

1.00 
(D) 

0.06 
（B） 

0.18 1 ◎ 

② 
富士川 
クラフト 
パーク 

南部町 
役場 

1.00 
(D) 

0.00 
(A) 

0.22 1 ◎ 

③ 
峡南医療 
センター 

富士川病院 

南部町 
役場 

1.00 
(D) 

0.00 
(A) 

0.33 1 ◎ 

④ 北富士駐屯地 南部町役場 
1.00 
(D) 

1.00 
(D) 

0.06 0 － 

⑤ 富士吉田市役所 南部町役場 
1.00 
(D) 

1.00 
(D) 

0.06 0 － 

・東海地震では、震源により近い身延町以南の国道52 号を 
 はじめとして、300 号、139 号などの路線の一部区間で通行が 
 困難になると想定 
・国道52号は、第一次緊急輸送道路として位置づけられているが、 
 代替路が少なく、国際コンテナ通行支障箇所を抱えており、特に 
 物流等への影響が懸念 

六郷IC 

南部IC 

富沢IC 

地域活性化IC* 
中富IC 

地域活性化IC* 
身延山IC 

増穂IC 

南アルプスIC 

白根IC 

双葉JCT 

山梨県庁 

南部町役場 

山梨県 

52

52

20

300

358

139

静岡県 

富士山 

①山梨県庁～ 
富士川クラフトパーク 

整備後ルート 

②富士川クラフト 
パーク～南部町役場 

整備後ルート 

下部温泉早川IC 

③峡南医療センター 
富士川病院～南部町役場 

整備後ルート 

凡例 

中部横断自動車道 

高速道路 
一般国道 
主要地方道 

開通区間 
整備計画区間 

通行不能区間 
富士山_火山危険 
 区域予測範囲 

・中部横断自動車道（富沢～六郷）の整備により、当該路線を通過する主要拠点間の5ペア中3ペアでリンク評価が改善。 
・本事業において、東海・東南海・南海地震時における代替性の高い輸送ルートを確保し、物資輸送拠点や災害拠点 
 病院への所要時間が短縮するとともに、当該地域で重要な支援拠点への結びつきの改善に寄与、有効性の高い事業 
 と評価できる。 

北富士駐屯地 

富士吉田市役所 

富士川クラフトパーク 

峡南医療 センター  
富士川病院 

峡南医療 センター  
富士川病院 

52

富士川クラフトパーク 

南部町役場 

52

身延町 

300

下部温泉 
早川IC 

②富士川クラフト 
パーク～南部町役場 

整備後ルート 

①山梨県庁～ 
富士川クラフトパーク 

整備後ルート 

富士川 
クラフト 
パーク 

52

南部町 

②富士川クラフト 
パーク～南部町役場 

整備後ルート 

③峡南医療センター 
富士川病院～南部町役場 

整備後ルート 

富沢IC 南部町 
役場 

峡南医療  
センター  

富士川病院 

140

富士川町 

市川三郷町 

増穂IC 

52

③峡南医療センター 
富士川病院～南部町役場 

整備後ルート 

E20 中央自動車道 

E68

E68

E52 中部横断動車道 

E52 
中部横断動車道 

地域が抱える課題 

防災機能の評価 

※評価の基準は以下の通り 

評価 基準 
◎ 防災機能ランクが改善する場合 

○ 防災機能ランクに改善は見られないものの 
脆弱度の値の改善等が見られるもの 

― 上記以外 
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